




















本
格
的
ス
タ
ー
ト
に
向
け
て

転入者に聞く⑬
(最終回)

( (;;-'1".....ヘ

持JQ品小嶋均さん
(35歳・野竹)

3月5日、県などによる「浅間テクノポリ

ス承認記念講演会Jが市内のホテルで開催さ
れました。浅間地域(上田市、小諸市、佐久

市など)の企業経営者など約 200人が参加。

「テクノポリスと地域経済」と題して、法政

大学の清成忠男さんが講演を行し、ました。

身
近
に
楽
し
め
る
公
園
を

小
嶋
さ
ん
は
一
昨
年
五
月
、
転
勤

で
東
京
都
狛
江
市
か
ら
上
田
市
へ
転

入
さ
れ
ま
し
た
。
家
族
は
、
奥
さ
ん

と
子
ど
も
さ
ん
三
人
の
五
人
で
す
。

|
|
上
田
市
の
第
一
印
象
は
。

四
方
が
山
に
固
ま
れ
、
平
野
だ
け

の
狛
江
市
と
は
対
象
的
だ
っ
た
こ
と

で
す
。
そ
れ
も
比
較
的
高
い
山
が
近

く
に
そ
び
え
て
い
る
の
で
、
風
景
も

だ
い
ぶ
違
い
ま
す
。

わ
た
し
の
出
身
は
九
州
(
佐
賀
県
)
。

や
は
り
、
冬
は
少
し
こ
た
え
ま
す
。

ガ
ラ
ス
戸
に
水
滴
が
つ
い
た
の
に
は
、

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
で
も
、
冬
の

寒
さ
よ
り
も
、
む
し
ろ
夏
の
涼
し
さ

の
ほ
う
が
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

ー
l
l
住
ん
で
み
て
ど
う
で
す
か
。

上
田
は
関
東
に
近
い
の
で
、
ほ
と

ん
ど
言
葉
の
不
便
を
感
じ
ま
せ
ん
。

地
方
に
よ
っ
て
は
、
ア
ク
セ
ン
ト
な

ど
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
か
ら
ね
。
そ
の
点
、
過
ご
し

ゃ
す
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
旧
城
下
町
で
道
が
狭
い
せ

一服どうぞ・・・

第 4回「市民文化創造祭」が、 2月28日か

ら3月6日まで、中央公民宣訳、開かれました。

期間中は、絵画、写真、書道の展示のほか、

音楽や民踊、バレエの発表会、お茶席(写真)

などがあり、大勢の市民が訪れました。

い
か
、
市
街
地
が
わ
か
り
に
く
い

こ
と
も
・
:
。
買
い
物
す
る
に
も
、

最
初
は
戸
惑
い
ま
し
た
。

城
下
町
と
い
え
ば
、
古
い
家
並
。

裏
道
へ

一
歩
入
る
と
、
昔
な
が
ら

の
土
蔵
や
塀
が
残
っ
て
い
て
感
心

し
ま
す
。

--4m政
に
何
か
あ
り
ま
し
た
ら
。

住
宅
地
に
緑
が
少
な
い
の
で
、

大
人
や
子
ど
も
が
楽
し
め
る
身
近

な
公
園
を
増
や
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の

運
転
マ
ナ
ー
が
よ
く
な
い
で
す
ね
。

特
に
女
性
ド
女
イ
パ

l
。
事
故
防

止
の
面
か
ら
も
注
意
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

マ
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
長
野
第
五
団
様

一
万
二
千
円
社
会
福
祉
基
金
積
立

金
と
し
て

マ

匿

名

一

万

円

乳

児

院

へ

マ
上
原
ニ
様
(
分
去
)
一
万
円

社
会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

マ
上
田
ガ
ス
側
様
ガ
ス
灯
一
基

大
手
町
ポ
ケ
ッ
ト
パ

l
ク
へ

マ

匿

名

五

万

円

社

会

福

祉

基

金
積
立
金
と
し
て

公
衆
電
話
か
ら

ハ
ロ
ー
、
ハ
ロ
ー

N
T
T
上
田
電
報
電
話
局
で
は
、

国
際
電
話
が
ダ
イ
ヤ
ル
で
直
接
か
け

ら
れ
る
公
衆
電
話
を
市
内
二
か
所
に

設
置
し
ま
し
た
。

マ
設
置
場
所

J
R
上
田
駅
前
カ

ー
ド
公
衆
電
話
B
O
X
(
駅
入
口
左

側)、

N
T
T
上
田
電
報
電
話
局
前
カ

ー
ド
公
衆
電
話

B
o
x
-マ
利
用
で

き
る
通
話
の
種
類
国
際
ダ
イ
ヤ
ル

通
話
、
コ
レ
ク
ト
コ
ー
ル
、
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
・
コ

l
ル
(
国
内
通
話

も
で
き
ま
す
)
マ
国
際
ダ
イ
ヤ
ル
通

話

の

か

け

方

①
0
0
1
(
日
本
か

ら
は
世
界
の
ど
こ
へ
か
け
る
に
も
0

0
1
)
↓
②
相
手
の
国
番
号
↓
③
相

手
国
内
の
地
域
番
号
↓
④
相
手
の
電

話
番
号
マ
通
話
料
金
「
基
本
は

六
秒
、
追
加
も
六
秒
ご
と
」
と
六
秒

き
ざ
み
で
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。
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市
役
所
の
代
表
電
話

r(包
)
4
1
0
0

4
月
4
1
日
j
m
日

固
定
資
産
税
の

課
税
台
帳
を
縦
覧

昭
和
六
十
三
年
度
固
定
資
産
税
の

基
礎
と
な
る
評
価
額
が
決
定
し
ま
し

た
の
で
、
次
に
よ
り
課
税
台
帳
を
縦

覧
に
供
し
ま
す
。

-
縦
覧
で
き
る
台
帳

土
地
課
税
台
帳
、
土
地
補
充
課
税

台
帳
、
家
屋
課
税
台
帳
、
家
屋
補
充

課
税
台
帳
、
償
却
資
産
課
税
台
帳

-
縦
覧
期
間
と
時
間

四
月

一
日
働
か
ら
同
二
十
日
嗣
ま

で
。
時
間
は
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
十
五
分
ま
で
(
た
だ
し
、

土
曜
日
は
午
後
十
二
時
三
十
分
ま
で
、

日
曜
日
は
休
み
)
。

-
持
ち
物

マ
本
人
ま
た
は
本
人
と
同
居
し
て

い
る
親
族
、
納
税
管
理
人
・
納
税
義

務
者
が
縦
覧
す
る
場
合
は
印
鑑
。
マ

代
理
人
の
場
合
は
、
代
理
人
の
印
鑑

と
代
理
人
選
任
届
(
委
任
状
)
。

ド
-
評
価
額
の
決
定

六
十
三
年
度
は
、

三
年
ご
と
に
行

わ
れ
る
固
定
資
産
税
評
価
の
基
準
年

度
で
す
。
こ
の
た
め
、
土
地
、
家
屋

の
評
価
替
え
が
行
わ
れ
、
新
し
い
評

価
額
が
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
評
価

額
は
、
土
地
で
は
地
目
変
換
、
家
屋

で
は
改
築
や
損
壊
な
ど
が
な
い
揚
合
、

三
年
間
価
格
が
据
え
置
か
れ
ま
す
の

で
、
評
価
額
を
ご
覧
に
な
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

-
審
査
の
申
し
出

各
台
帳
の
記
載
事
項
に
不
服
の
あ

る
人
は
、
四
月

一
日
働
か
ら
同
三
十

日
出
ま
で
に
文
書
で
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
に
審
査
の
申
し
出
が
で

き
ま
す
。

-
税
負
担
の
調
整

新
し
い
評
価
額
に
基
づ
い
て
、
土

地
の
固
定
資
産
税
を
決
定
す
る
場
合

は
、
従
来
か
ら
農
地
・
宅
地
な
ど
に

限
り
負
担
調
整
の
措
置
が
講
じ
ら
れ

て
お
り
、
こ
の
改
正
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
決
ま
り
次
第
、
広
報
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
0

・
固
定
資
産
税
の
納
期
変
更

昨
年
の
第

一
期
分
納
期
は
、
四
月

一
日
か
ら
同
三
十
日
ま
で
で
し
た
が
、

今
年
は
評
価
替
え
な
ど
で
五
月
二
日

か
ら
同
三
十
一
日
ま
で
に
変
更
と
な

る
予
定
で
す
。

-
問
い
合
わ
せ
資
産
税
課
(
内
線

1
2
9
2
・
1
2
9
3
)

高
齢
者
受
通
安
全

塩
尻
、
ガ
モ
デ
ル
地
区
に

市
内
で
発
生
す
る
高
齢
者
の
交
通

事
故
は
、
依
然
と
し
て
高
い
率
を
示

し
て
い
ま
す
。
特
に
塩
尻
地
区
で
は
、

昨
年
二
人
の
お
年
寄
り
が
交
通
事
故

で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
県
交
通
安
全
運
動
推
進

本
部
で
は
、
塩
尻
地
区
を
今
年
の
「
高

齢
者
交
通
安
全
モ
デ
ル
地
区
」
に
指

定
し
ま
し
た
。

塩
尻
地
区
は
、
上
回
バ
イ
パ
ス
が

三
月
末
に
開
通
予
定
に
な
っ
て
お
り
、

d忠

交
通
量
の
増
加
に
伴
う
交
通
事
故
の

多
発
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
同
地
区
は

も
ち
ろ
ん
、
市
民

一
体
と
な
っ
た
高

齢
者
の
事
故
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ

労
働
時
間
の
短
縮
な
ど

労
働
基
準
法
が
改
正

労
働
基
準
法
が
改
正
さ
れ
、
次
の

点
が
四
月

一
日
か
ら
変
更
に
な
り
ま

す。
①
法
定
労
働
時
間
は
週
四
十
六
時

間、

一
日
八
時
間
(
一
定
の
規
模
ま

た
は
業
種
に
属
す
る
事
業
は
、

三
年

間
の
猶
予
措
置
あ
り
)
と
な
り
ま
す
。

②
三
か
月
単
位
の
変
形
労
働
時
間

制
や
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
(
始
業

と
終
業
の
時
刻
を
自
分
で
決
定
し
て

働
く
制
度
)
な
ど
の
変
形
労
働
時
間

制
が
、

二
疋
の
要
件
の
下
に
、
採
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

③
年
次
有
給
休
暇
の
最
低
付
与
日

数
が
六
日
か
ら
十
日
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
(
規
模
三
百
人
以
下
の
事
業

は
猶
予
措
置
あ
り
)
。

今
回
の
労
働
基
準
法
説
明
会
を
次

に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

マ

と

き

三
月
二
十
三
日
附
午
後

一
時
三
十
分
か
ら

マ
と
こ
ろ
上
田
商
工
会
議
所
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第 9期

納期限は 3月31日休)です。

よろしくお原郎、します。

-収税課(内線1304)

国民健康保険税

①農地問題相談 bとき ...4月1日(針午前 8時

30分から午後5時 bところ・・・農業委員会

②日常生活上の法律相談(予約制) じ>ときー・

4月8日(針・ 22日(金)し、ずれも午後 1時30分か

ら3時30分 じ>ところ・・・本庁舎3階 じ>予約

先…生活環境課(内線1388)

③土地・建物の法律相談 bとき...4月14日(木)

午後 1時から 4時 bところ・・・西庁舎2階



自
然
運
動
公
園

フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

モ
な
ど
で
楽
し
も
う

自
然
運
動
公
園
で
は
、
フ
ィ
ー
ル

ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
場
と
L
マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
場
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
一
す
。

マ
開
場
期
間
四
月

一
日
幽
か
ら

十

一
月
三
十
日
側
ま
で
。
時
間
は
、

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
マ
使
用

料
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ー

一
般
二
百
四
十
円
、
小
・
中
学
生
百

二
十
円
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
H
H
百
円

マ
休
場
日
木
曜
日
、
祝
日
の
翌
日

・
問
い
合
わ
せ
自
然
運
動
公
園
管

理
事
務
所
(
宮
⑧
7
1
9
5
)

ジ 5

21 
事甲

募云三
集タ L
し.ツま
まフ 1
すを

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が
楽
し

み
に
し
て
い
る
「
第
十
七
回
こ
ど
も

ま
つ
り
」
が
、
今
年
も
五
月
五
日
、

上
田
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
ど
も
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で
は
、

当
日
子
ど
も
た
ち
の
ま
と
め
役
と
な

っ
て
運
営
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た

だ
け
る
中
学
・
高
校
生
の
か
ジ
ュ
ニ

ア
ス
タ
ッ
フ
。
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
、
五
月
の
青
空
の
も
と
、

楽
し
く

一
日
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん

カ-
申
し
込
み
四
月
二
十
三
日
出
ま

で
に
青
少
年
課
(
内
線
1
7
3
2
)

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

硬
式
テ
ニ
ス
・
着
付

教
室
に
ご
参
加
を

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
で
は
、
市
内

に
お
住
ま
い
か
、
市
内
の
事
業
所
に

勤
務
す
る
三
十
歳
末
満
の
皆
さ
ん
を

対
象
に
、
次
の
と
お
り
教
室
を
聞
き

ま
す
。
-
受
講
期
間
マ
硬
式
テ
ニ
ス
リ
四

月
十
八
日
開
か
ら
十
月
末
ま
で
の

毎
週
月
曜
日
マ
着
付

l
五
月
十

一
日
側
か
ら
十
二
回

-
受
講
料
マ
硬
式
テ
ニ
ス

l
六
千

円

マ

着

付

l
二
千
円

・
定
員
マ
硬
式
テ
ニ
ス
リ
男
二

十
名
、
女
四
十
名
マ
着
付
H
H

十

八
名

-
申
込
期
間
マ
四
月

一
日
働
か
ら

八
日
働
ま
で

・
申
込
先
勤
労
青
少
年
ホ
l
ム
(
午

後

一
時
1
同
九
時
、
宮
⑫
7
1
1

7
)

へ
必
ず
来
館
の
う
え
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

2

白
戸
リ
駆
除
の

ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
/

大
切
な
家
屋
を
臼
ア
リ
の
被
害
か

ら
守
る
に
は
、
臼
ア
リ
や
そ
の
被
害

を
で
き
る
だ
け
早
く
発
見
し
て
、
駆

除
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
被
害
が

確
認
さ
れ
た
な
ら
、
信
用
あ
る
業
者

に
駆
除
を
依
頼
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
市
民
の
不
安
を
巧
み

に
利
用
し
て
、
不
当
に
高
い
料
金
や

ず
さ
ん
な
駆
除
作
業
を
行
う
悪
質
な

業
者
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
①
家
庭

を
訪
問
し
て
、
依
頼
も
し
な
い
の
に

勝
手
に
作
業
を
し
て
法
外
な
代
金
を

請
求
し
た
り
、
②
あ
た
か
も
県
が
国

の
補
助
を
受
け
て
行
う
か
の
よ
う
な

偽
っ
た
内
容
の
広
告
を
出
し
て
勧
め

る
、
と
い
っ
た
ケ

l
ス
が
最
近
多
発

し
て
い
ま
す
。

業
者
に
依
頼
す
る
と
き
は

①
業
者
に
勧
め
ら
れ
で
も
、
あ
わ

て
て
契
約
を
せ
ず
、
被
害
の
状
況
を
自

分
で
確
か
め
る
②
被
害
が
見
つ
か

っ
た
ら
、
複
数
の
業
者
か
ら
見
積
も

り
を
と
る
③
契
約
書
は
よ
く
読
む

④
駆
除
作
業
に
は
必
ず
立
ち
合
い
、

作
業
内
容
を
確
認
す
る
。

-
問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
課
(
内

線
1
3
9
0
)
、
県
上
田
消
費
生
活
セ

ン
タ
J
(
宮
⑧
0
9
9
8
)

計
量
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す

マ
応
募
資
格
食
料
品
関
係
の
販
売

業
を
営
ん
で
い
な
い
、
ま
た
は
こ
れ

に
携
わ
っ
て
い
な
い
市
内
の
家
庭
の

主
婦
で
、
次
の
条
件
に
該
当
す
る
人
。

①
昼
間
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人
(
年

三
回
)
②
過
去
に
計
量
モ
ニ
タ
ー
を

経
験
し
て
い
な
い
人

マ
職
務
内
容
指
定
す
る
期
間
内
に

購
入
し
た
商
品
の
目
方
を
量
っ

て、

日
誌
に
記
入
し
、
報
告
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

マ
募
集
人
員
十
二
名

マ
応
募
期
限

三
月
三
十

一
日
同

マ
謝
礼
五
千
円
と
記
念
品
(
検

査
問
は
か
り
と
分
銅
)

マ
応
募
方
法
官
製
は
が
き
に
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
(
ふ
り
が
な
)
、

年
齢
、
家
族
構
成
、
電
話
番
号
を
お

書
き
の
う
え
『
干
3
8
6

市
内
大

手

一
l

一一

l

一
六
上
田
市
役
所

商
工
課
商
工
振
興
係
』
へ

マ
問
い
合
わ
せ
商
工
課

4
0
5
)
 

(
内
線
1

-
ゆ
ず
り
ま
す

マ
小
学
生
用
入
学
服
五
千
円

マ
ジ
ュ

ニ
ア
用
ハ
ン
ガ
ー
千
円

マ
二
輪
車
(
幼
児
用
)
無
料

マ
食
器
だ
な
八
千
円

マ
ベ
ビ

l
ベ
ッ

ド

無

料

マ
ベ
ビ

l
ふ
と
ん

二
千
円

マ
ベ

ビ
l
用
品

三
千
円

マ
バ
イ
ク
(
九

O
∞
)

一
万
八
千
円

マ
ハ
ン
ド
ミ
キ
サ
ー
無
料

マ
犬
小
屋
無
料

マ
磁
気
マ
ッ

ト

二
千
五
百
円

マ
プ
ロ
パ
ン
ふ
ろ
が
ま
無
料

マ
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
(
小
学
生
用
)

無
料

・
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

マ
電
気
掃
除
機
マ
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ

マ
ベ
ビ
!
か
ご
マ
婦
人
用
自
転
車

マ
電
動
ミ
シ
ン
マ
ベ
ビ

l
ラ
ッ
ク

マ
お
ぶ
い
ひ
も
マ
物
置
(
一
坪
)

マ
本
だ
な
マ
都
市
ガ
ス
用
コ
ン

ロ

マ
製
図
板
マ
石
油
温
風
ヒ
ー
タ
ー

マ
一
輪
車
マ
和
だ
ん
す

マ
子
ど
も
用
自
転
車
(
男
子
)

マ
中
学
生
用
か
ぱ
ん
(
二
中
)

マ
ジ
ュ
ー
サ
ー
ミ
キ
サ
ー

マ
ス
ケ
ー
ト
靴
(
男
子

・
二一

叩)

・
問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
課
(
内

線

1
3
9
0
)

日3]広報うえだ63.3.16



犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射

「
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
」

が
、
四
月
六
日
か
ら
同
二
十
六
日
ま

で
、
市
内
を
巡
回
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

犬
を
飼
育
さ
れ
て
い
る
方
は
、
忘
れ

ず
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

マ
対
象
犬
生
後
九
十
一
日
以
上
の

飼
育
犬
す
べ
て
が
対
象
で
す
。

マ
日
時
・
場
所
自
治
会
を
通
し
て

今
回
の
広
報
と
い
っ
し
ょ
に
全
戸
配

布
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
日
程
表
が

あ
り
ま
す
。

マ
当
日
は
・
:
前
途
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
に
付
い
て
い
る
「
犬
の
登
録
票
・

注
射
済
票
交
付
申
請
書
」
に
、
所
定

事
項
を
記
入
・
な
つ
印
の
う
え
、
最

寄
り
の
会
場
へ
飼
い
犬
と
と
も
に
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

マ

料

金

登

録

料

金

l
一
頭
に
つ

き
二
千
百
円
、
注
射
料
金

l
一
頭
に

つ
き
二
千
七
百
円

マ
そ
の
他
期
間
中
に
受
け
な
か
っ

た
場
合
、
五
月
以
降
、
獣
医
師
が
戸

別
訪
問
し
て
注
射
を
行
い
ま
す
。
こ

の
場
合
、
訪
問
料
と
し
て
一
軒
に
つ

き
千
五
百
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
課
(
内

線

1
3
8
7
)

犬
飼
育
の
マ
ナ
ー

①
年
度
ご
と
に
一
回
の
登
録
と
注

射
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

②
犬
の
鑑
札
と
注
射
済
票
は
、
紛

失
し
や
す
い
の
で
、
犬
の
首
輪
に
つ

け
ま
し
ょ
う
。

③
放
し
飼
い
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
鳴
き
声
に
は
注
意
し
、

ス
ト
レ
ス
が
た
ま
ら
ぬ
よ
う
散
歩
な

ど
で
十
分
に
運
動
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

運
動
の
と
き
は
、
引
き
綱
を
つ
け
、

必
ず
フ
ン
の
後
始
末
を
し
ま
し
ょ
う
。

④
犬
が
死
亡
・
行
方
不
明
の
場
合
、

ま
た
は
飼
い
主
の
変
更
・
転
出
の
場

合
は
、
生
活
環
境
課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。叙

位
叙
勲
を
受
け
て
い
な
い

戦
没
者
遺
族
な
ど
の

か
だ
は
届
け
出
を

ま
だ
叙
位
叙
勲
を
受
け
て
い
な
い

戦
没
者
遺
族
と
旧
軍
人
軍
属
の
か
た

は
、
こ
の
事
務
が
昭
和
六
十
四
年
三

月
末
で
終
了
と
な
り
ま
す
の
で
、
早

め
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
照
会
お

よ
び
申
し
込
み
は
左
記
へ
。

マ
県
社
会
部
厚
生
課
(
長
野
市
大
字

南
長
野
六
九
二
1

二
、
宮

0
2
6

2
⑨

o
l
-
-
)
 

マ
厚
生
省
援
護
局
庶
務
課
(
東
京
都

千
代
田
区
霞
ヶ
関
一
ー
ー
二
1

二、

8
0
3
・
5
0
1
・
2
0
4
4
)

上
回
創
造
館
春
休
み
の
催
し

-
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
特
別
投
影

マ
と
き

三
月
十
九
日
出
か
ら
四

月
三
日
同
ま
で
。
午
前
十

一
時
、
午

後

一
時
三
十
分
、
同
三
時
の
三
回
投

影
マ
内
容
「
春
の
星
空
と
ミ
ナ
ミ

ち
ゃ
ん
の
宇
宙
旅
行
」
マ
料
金
小
・

中
学
生
百
円
、

一
般
二
百
円

・
春
の
星
空
観
望
会

マ
と
き

三
月
二
十
六
日
出
午
後

七
時
か
ら
同
九
時
マ
と
こ
ろ
天

体

観

測

室

マ

参

加

料

無

料

マ

そ
の
他
時
間
内
に
自
由
に
お
越
し

、

く
だ
さ
い
。
雨
天
、
曇
天
時
は
中
止
0

・
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
講
習
会

マ
と
き

三
月
二
十
八
日
側
、
二

十
九
日

ω、
三
十
日
術
時
間
は
い

ず
れ
も
午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時

マ
と
こ
ろ
パ
ソ
コ
ン
教
室
マ
対

象
小
学
校
四
年
生
か
ら
中
学
校
三

年
生
の
初
心
者
マ
定
員
二
十
人

マ
受
講
料
無
料
マ
申
し
込
み

電
話
(
宮
⑧
1
1
1
1
)
で
ど
う
ぞ

・
親
子
映
画
劇
場

マ
と
き
三
月
二
十
九
日

ω、
上

映
時
間
は
午
前
十
時
、
午
後
一
時
、

同
三
時
の
三
回
マ
上
映
作
品
①

「
は
れ
と
き
ど
き
ぶ
た
」
(
七
十
四
分
)

②
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
ラ
ー
メ
ン
て

ん
し
」
(
十
分
)
マ
入
場
料
七
百
円

マ
と
こ
ろ
文
化
ホ

l
ル

マ

定

員

各
国
と
も
五
百
人
マ
そ
の
他
直

接
会
場
で
受
け
付
け
ま
す
。

建
設
工
事
入
札

「
参
加
願
」
の
提
出

昭
和
六
十
三
年
度
、
市
関
係
の
建

設
工
事
指
名
競
争
入
札
に
参
加
を
希

望
さ
れ
る
か
た
は
、
「
建
設
工
事
参
加

資
格
審
査
申
請
」
を
管
理
課
(
内
線

1
5
0
3
)

へ
お
願
い
し
ま
す
。

提
出
期
限
は
三
月
三
十

一
日
備
で

す
が
、
詳
し
く
は
「
広
報
う
え
だ
」

一一
月
十
六
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

広報うえだ63.3.16目的

パ
ソ
ゴ

fy講
座
を

昨
ぎ
ま
p
r

上
小
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、
次

に
よ
り
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
の
操
作
技
能
を
習
得
す
る
た
め
、

学
科
、
実
技
(
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
)

な
ど
の
訓
練
を
開
講
し
ま
す
。

マ
期
間
四
月
よ
り
翌
三
月
ま
で

の

一
年

間

マ

時

間

A
コ
l
ス
ー

火
・
金
曜
日
、

B
コ
ー
ス

l
月
・
水

曜
日
い
ず
れ
も
午
後
六
時
か
ら
九

時
マ
定
員
六
十
人
(
ど
な
た
で

も
け
つ
こ
う
で
す
)
マ
問
い
合
わ
せ

同
訓
練
校
(
宮
⑫
2
6
6
6
)

へ

s

，義師
V

官

一

話

害

時

3
4
p
d
E藍
聖
書
事

2
1

県
工
業
技
術
欽
伴
交

受
講
生

企
業
の
技
術
系
人
材
の
能
力
開
発

と
育
成
を
目
指
し
て
、
今
年
も
二
十

九
の
コ

l
ス
で
受
講
生
を
募
集
し
ま

す
。
市
内
で
は
、
信
州
大
学
繊
維
学

部
で
長
期
技
術
者
研
修
上
田
コ

l
ス

(
機
械
工
学
科
、
夜
間
)
が
開
講
さ

れ
ま
す
。

マ
対
象
者
技
術
分
野
で
二
年
程

度
の
実
務
経
験
者
マ
期
間
五
月

か
ら
翌
二
月

マ

定

員

三
十
人

マ
申
し
込
み
四
月
二
十
二
日
働
ま

で
に
県
工
業
技
術
大
学
校
講
座
事
務

局
(
宮

0
2
6
2
⑧
5
4
5
5
)

へ



保健コーナー間関

14月の乳幼児健康診査
受付時間 いずれも午後 1 時~2 時。

持ち物母子健康手帳、パスタオル (4・10か月

児)、歯ブラシ(1歳 6か月児)。また、 1歳 6か

月児と 3歳児は、赤ちゃん手帳の中にある健康

診査票を記入してお持ちください。

上田市保健センター (市役所南庁舎 2階)

健 舌ロJ人b 実 施日 対 象 v 日し

4か月児
4月14日 62年11月16日-11月30日生

4月19日 62年12月1日-12月15日生

10か月児
4月7日 62年5月16日-5月31日生

4月26日 62年6月1日-6月15日生

1歳6か月児
4月6日 61年9月16日-9月30日生

4月20日 61年10月1日-10月15日生

歳児
4月15日 60年3月1日-3月15日生

3 
4月22日 60年 3月16日-3月31日生 |

塩田母子健康センター(塩田地区)

62年11月16日-12月15日生

62年 5月16日-6月15日生

60年2月1日-3月31日生

川西社会福祉センター(川西地区)

4か月児 162年11月16日-12月15日生

62年 5月16日-6月15日生

61年 9月16日-10月15日生

目三種混合予防接種(予備日)

会場は、市保健センターだけですので、ご注意

ください。

対象者 [>1期…今年の 1、 2、 3月のうち、

2回しか受けていない子どもさんは週間以上間

隔があくと受けられません) [> 2期...1期終了後、

12か月経過した 5歳 6か月未満の子どもさん

三種混合予防接種目程表(予備日)

会場名 実施日 対象地区

上セ田市ン健タ康ー
4月 東部・南部・中央・北部・西部・

5日伏) 塩尻・神科・神川・豊殿地区

(市庁役舎所2南階) 4月
城下・川辺・泉田・塩田・川西

8日働 地区

※時間は両日とも午後 1時30分から 2時30分までo

u日広報うえだ63.3.16

小児まひ予防

目ポリオ生ワクチンを投与

対象者 昭和62年 7月 1日から同年12月31日まで

に生まれた子どもさんは歳未満で、今まで 1

回も受けていない、または 1回だけ受けた人も

含みます)

投与方法 6週間以上の間隔をおいて、 0.05m.eず

つ 2回経口投与します。

受付時間 各会場とも午後 1時30分から同 2時30

分まで

持ち物 母子健康手帳、問診票(赤ちゃん手帳の

中にありますが、会場にも用意してあります)

注意事項 ①赤ちゃん手帳の中に接種前後の注意 f 
事項がありますので、お読みくださし、。②この

予防接種と三種混合、麻しんの予防接種の時期

が同じなので、間隔にご注意ください。(麻しん

は接種後 1か月間、三種混合は 2週間、他の予

防接種が受けられません)

63年度小児まひ予防接種目程表(春期)

iコLス 士暴 名 l山f妾田種2目回 対象地区

塩田母子健康センター
月4 6 2月5 7 

塩 田 ま也 区

川西社会福祉センター J11 西 ま也 区

神川地区公民館 (水日) 後日) 神 JII 金也 区

東部(踏入・泉町・上常
田・中常国・下常
田・北常国・材木
町・常入)

西部(下紺屋町・鎌原・
4 5 西脇・新町・諏訪

上田市保健センター
月 月

部・生塚・常磐町・
(市役所南庁舎2階) 緑が丘・新屋・緑

12 、31 が正北.'緑が丘西・
城北)

日 日 南部(南天神町・泉平・

Ijr.) (火) 北天神町・松尾町・
鷹匠町・本町・末
広町・大手町)

上野が丘公民館 神科・豊殿地区

川辺町会館 川辺・泉田地区

中央(横町・海野町・原
町・袋町・馬場町・
田町・丸堀町・木
町・北大手)

4 6 北部(上川原柳町・下川
上田市保健センター 月 月 原柳町・愛宕町・
(市役所南庁舎2階)

13 上鍛冶町・鍛冶町・

日 日
上房山・下房山・
柳町・新田・上紺

体) (水) 屋町)
塩尻(秋和・上塩尻・下
塩尻)

三 好町会館 城 下 ま也 区

※1回目と 2回目の間隔は、6週間以上あけてください。

※駐車場が狭いので、車での来庁はなるべくご遠慮くださし、。

C 



烏
帽
子
岳
が
望
一
め
る
上
回
バ
イ
パ
ス

(
秋
和
付
近
)

聞月pz 
日
宏(日}
~r_..tこ
ぷは
ン

マ
と
き

三
月
二
十
七
日
同
午
前

九
時
か
ら
午
後
三

時

マ

と

ニ
ろ

下
図
の
一
般
開
放
区
間
マ
内
容

①
開
放
区
間
を
自
由
に
見
学
で
き
ま

す
(
歩
行
者
の
み
)
②
同
時
に
バ
イ

パ
ス
沿
線
(
六
か
所
)
で
、
小
学
生
に

よ
る
記
念
植
樹
を
予
定
マ
そ
の
他

①
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
各
自

で
確
保
を
②
バ
イ
パ
ス
交
差
点
で

は
一
般
車
両
が
横
断
し
ま
す
。
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

3 
月六
30守
田空

開ι
通が
し
ま

-
一
般
車
両
開
放
は
午
後
3
時
純
分
か
ら

マ
と
き

三
月
三
十
日
附
午
後

一

時
三
十
分
マ
と
こ
ろ
同
バ
イ
パ

ス
蛇
沢
大
橋
東
側
(
住
吉
地
籍
)
マ

内
容
全
線
を
車
両
パ
レ
ー
ド
後
、

午
後
三
時
よ
り
市
民
会
館
で
記
念
式

典
マ
そ
の
他
見
学
希
望
の
か
た

は
、
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

-
問
い
合
わ
せ
国
道
バ
イ
パ
ス
課
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子どもを交通事故から守る運動

3月27日.......4月5日

子どもの事故は、自転車乗用中を除けば、ほ

とんどが自宅周辺で発生しています。道路での

遊び、急、な飛ぴ出しをしないよう、子どもさん

に注意してあげましょう。運動の重点は--

q滞庁入学(園)児の交通事故防止
②学年末休み、新学期における事故防止

③通学(園)路の点検、整備

今回開通区間

上回バイパス(住吉・上塩尻間)案内図

5.6キロ

4.3キロ

5.37キロ

上田バイパス一期区間

( 3月27日)一般開放区間

。

市政テレビ「ふれあい上回」

3月26日に放映
市では、 3月26日午後2時30分から30分間、

市政テレビ番組、ふれあい上回、をSBCで放

映します。 今回のテーマは、「明日をひらくテク

ノポリス」。昨年12月に国の承認を受けた浅間テ

クノポリス計画が、今後どのように進められる

のかーなどを紹介します。どうぞご覧くださし、。
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